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（
質
問
の 

七
一
） 

答

弁

第

七

一

号 

    

衆
議
院
議
員
田
島
ひ
で
君
提
出
航
空
保
安
庁
に
お
け
る
不
正
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。 
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年
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二
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一
日 

衆

議

院

議

長 

幣 
原 
喜 
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郞 

殿 

内
閣
総
理
大
臣 

吉 
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茂 

一 

 



一 

動
機 

二
、
費
途 

当
時
職
員
の
賃
金
ベ
ー
ス
は
一
、
二
〇
〇
円
、
続
い
て
一
、
六
〇
〇
円
と
引
上
げ
ら
れ
た
が
、
急
激
な
物
価
高
騰
の
た

め
職
員
の
生
活
は
困
窮
を
極
め
、
こ
れ
が
た
め
労
働
攻
勢
も
亦
、
し
烈
を
極
め
た
の
で
、
や
む
な
く
こ
の
緩
和
策
と
し
て

昭
和
二
十
二
年
八
月
た
ま
た
ま
工
事
雑
費
中
の
臨
時
傭
員
が
、
現
場
担
当
官
の
能
率
的
運
営
に
よ
つ
て
多
少
縮
減
で
き
得

る
こ
と
と
な
つ
た
の
で
、
そ
の
余
剩
金
額
を
利
用
し
て
、
通
勤
費
の
補
助
に
充
当
し
た
。 

航
空
保
安
部
は
、
昭
和
二
十
一
年
四
月
運
輸
省
か
ら
通
信
院
へ
所
管
換
と
な
つ
た
た
め
従
来
交
付
さ
れ
て
い
た
職
員
の

無
料
通
勤
パ
ス
は
、
同
年
十
一
月
を
も
つ
て
打
切
ら
れ
る
こ
と
と
な
つ
た
。 

費
途
は
も
つ
ぱ
ら
職
員
の
通
勤
費
の
補
助
で
あ
つ
た
が
、
そ
の
後
業
務
上
の
雑
費
に
も
使
用
し
た
。 

航
空
保
安
部
は
、
業
務
の
性
質
上
相
当
機
動
的
に
活
動
す
る
こ
と
を
要
請
さ
れ
な
が
ら
他
の
一
般
会
計
に
比
し
、
予
算 

衆
議
院
議
員
田
島
ひ
で
君
提
出
航
空
保
安
庁
に
お
け
る
不
正
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

、 

三 

 



三
、
措
置 

の
自
主
性
に
乏
し
く
、
情
勢
の
変
化
に
伴
う
不
時
の
業
務
上
の
支
出
に
際
し
て
相
当
不
便
を
生
じ
た
の
で
、
こ
れ
を
業
務

上
の
物
品
購
入
、
人
夫
賃
、
通
訳
謝
礼
金
等
に
も
使
用
す
る
結
果
と
な
つ
た
。 

昭
和
二
十
四
年
一
月
新
給
與
法
が
施
行
さ
れ
た
の
で
、
こ
の
種
職
員
に
対
す
る
通
勤
費
の
補
助
を
と
り
や
め
た
が
、
当

時
年
末
調
整
、
給
與
是
正
の
関
係
も
あ
り
、
こ
れ
を
一
時
に
打
切
る
こ
と
は
職
員
に
相
当
の
打
撃
で
あ
つ
た
の
で
、
爾
後

は
こ
れ
を
貸
與
し
月
賦
返
済
の
方
法
を
講
じ
て
き
た
。
右
に
充
当
し
た
総
額
は
、
通
勤
費
一
、
九
八
三
、
四
一
九
円
（
内

貸
與
中
の
も
の
は
、
七
六
七
、
二
〇
六
円
）
、
業
務
そ
の
他
の
雑
費
一
、
四
五
四
、
五
三
二
円
で
あ
る
。 

々
正
規
の
手
続
を
と
る
と
と
も
に
職
員
へ
貸
與
中
の
も
の
も
取
立
て
を
す
す
め
、
八
月
二
十
二
日
本
年
度(

四
月
以
降)

予

算
の
支
出
額
一
、
三
四
三
、
六
九
二
円
に
つ
い
て
は
こ
れ
を
国
庫
へ
戻
入
し
た
。 

責
任
者
の
処
置
に
つ
い
て
、
夫
々
の
任
命
権
者
か
ら
本
件
直
接
の
責
任
者
で
あ
る
長
官
、
人
事
課
長
お
よ
び
経
理
課
長 

本
年
七
月
電
気
通
信
省
に
お
い
て
こ
の
支
出
に
つ
い
て
特
別
検
査
を
行
つ
た
結
果
会
計
法
上
当
を
得
て
い
な
い
の
で
夫 

四 

 



 

五 

を
公
務
員
法
第
八
十
二
條
に
よ
つ
て
懲
戒
処
分
に
処
し
た
。 

右
答
弁
す
る
。 
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